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第２回総合治水ワーキングチーム会議の協議結果 

 
 

 日 時 平成 17年 8月 11日（水）18:15~22:00 
 場 所 三田市商工会館 特別会議室（４Ｆ） 
 出席者 （委員）松本（誠）､奥西、川谷、畑、村岡、長峯、伊藤、岡、岡田、加藤、 

酒井、佐々木、谷田、田村、土谷、中川、山仲 
     （河川管理者）田中、渡邊、松本、前川、合田 
     （農林水産部）福田、鶴崎、今里、渡邊、芦田 
     （事務局）黒田、前田、植田 

 
内 容(協議結果) 

  
１ 流域対策（森林、農地、ため池） 

河川管理者から、総合治水の考え方、流域対策（森林、農地、ため池）の全国例等の

説明を受け、その上で、県の農林関係部局担当者からヒアリングを行った。 

 
２ 次回会議の内容、進め方 

（１） 流域対策（森林、農地、ため池） 

① 次回は、今回の資料説明、ヒアリングを踏まえ、具体の対策について、絞り込み

（検討すべき対策項目の絞り込み）を行い、可能性を議論する。 

② 上記①の議論を行うため、各委員は、具体案の提示（関係資料の提出を含む。）を

行う。 

③ 河川管理者は、今回のヒアリング時にワーキングチームから要請のあった資料や

質問事項についての回答を、整理して提出する。 
 
（２） その他の対策の概要把握 

① 河川管理者は、森林、農地、ため池以外の流域対策（調整池、雨水貯留等）、河川

対策（堤防、河床掘削、遊水池等）の考え方、全国事例等の基礎資料を収集し、次

回の会議に提出する。 

② 上記①の基礎資料に基づき、検討すべき対策項目の整理と絞り込みを行う。絞り

込みを行う中で、必要に応じ、県の関係部局からヒアリング等を行う。 
 
３ 次回総合治水ワーキングチーム会議の日程 

９月１日（木）午後６時から（第２３回流域委員会終了後）開催する。 
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